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【講演概要】
現在、レアメタルはほとんどの製造業で不可欠な存在となっているが、その希少性や
価格の高騰などの問題から新たな代替材料やその性能の向上が益々必要とされ「元素
戦略」の重要性が指摘されている。しかし、合金には従来の金属工学ではどう工夫して
も均一に混ざらない未開拓な対象がある。そのような例の１つとして銀−ロジウム系がある。
周期表上において、ロジウムと銀はレアメタルであるパラジウムの両隣に存在するため、
銀とロジウムの固溶体合金（構成元素が原子レベルで混じり合った合金）はパラジウムに
似た性質を示すことが期待される。
近年価格が高騰しているパラジウム（Pd）は様々な用途に使用されている有用な材料
であり、触媒、電子材料、歯科材料、水素分離膜などとして用いられている。Pdに特徴
的な性質の一つとして、水素吸蔵能が挙げられる。その吸蔵能は電子状態と密接に関
係していることがこれまでの研究で知られている。他方、固溶体合金は容易に金属の物
性を制御することが出来る。その金属種・組成を変えることで、合金の電子状態、つまり、
物理的・化学的物性を制御することが可能である。
これまで研究されつくしたと思われ経験的に混ざらないとされてきたこれら新規の固溶
体合金は、いわば新たな電子状態を有する新材料であり、レアメタルが抱えている問題
点を解決し日本の産業を強くする突破口になり得ると考えられる。本講演では、高性能
PGM合金に関する最新の元素戦略を紹介する。
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